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1. 序 請

1･1 は じ め に

私は,京都大学東南アジア研究センターの現地調査計画のひとつである西国助教 授 担 当 の

｢北部タイにおける諸言語の現地調査｣に参加 して,1964年 9月か ら1965年 4月にかけて北部
し11

タイでい くつかの言語を調査 した｡私が調査の対象とした言語は, ラワ語 (Lawa) 3方言,

カメー ト語 (Khamet), カム語 (Khamu), ビス語 (Bisu) 2)7言 それにモン語 (Mon)で

あって, ビス語を除いてはすべてモン ･クメ-ル系 (Mom-Khmer)の言語である｡

ラオスや ビルマに くらべてタイには少数民族の言語はあまり多 くない｡ LeBar博士 らによ
(2)

る大陸部東南アジアの言語民族分布図をみてもタイ国の領域内はほとんどがタイ系の色でぬ り

っぷされている｡ しかし北部タイに関する限 りわれわれの常識からいえば言語の種類が少ない

とは決 していえない｡いまこれ らの言語についてより詳 しい分布地図を作製 しようとしてもそ

の試みは十分には成功 しないであろう｡それはたとえばタイ系の言語 ･方言が互 に漸次的な相

異 しか示さないというような事情にもよるけれども,その存在が知 られていない場合はもちろ

ん,漠然と存在が知 られている言語についても一体 どの地域でどのような方言が話されている

のかという具体的な点になるとよ くわかっていないか らである｡

私の当面の関心事は,いわゆるモン ･クメール系とよばれるグループの言語が実際どのよう

(1)この調査にあたり,京大側の諸先生方に指導と援助をしていただいたことは申すまでもないが,現地
側では Saphawichaihaeng Chat,Phuwaratchakan ChangwatChiangmai,Na主laePalat
AmphoeHot,Na主AmphoeWiangPapaoその他多くの人人から御配慮と協力をいただいた｡と
りまとめて謝意を表しておきたい｡また村の人人ことにインフォーマントとなってくれた人たちは,
同じ発音を何度も練返すというとんでもない仕事をよく辛棒してやってくれたので特に感謝する｡な
お,この調査の行程等についてはすでに拙稿 ｢ラワ語の現地調査｣本誌第3巻第1号 pp.150-153に
述べたから省略する｡

(2) cf.F.M.LeBar&C.EthnicGroupsofMainlandSoutheastAsia.HRAFPress,NewHaven,
1964.の付録｡
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な系統的な関係を相互 にもっているのかということであるが, このグループの諸言語の分布地
(3)

域は畠峡部を除 く東南アジアの全域にわた っていて,その数は大変なものである｡それ らは一

部を除いてすべて少数民族の言語であ って,言語学的な調査研究はほとんど行なわ れ て い な

い ｡

今回私が行なった調査はその全体か らみればまった くほんの一部分に過ぎないけれども,以

上のような事情を考えれば,その結果を報告することはいささかの役に立つ ことと思 う｡本稿

はいわばその予備的報告の一部をなす ものである｡

1･2 ｢カメー ト｣語 とし､う名称につし､て

本稿で扱 っている ｢カメ- ト｣語 とは, 北部タイのウィエン ･パパオ (WiangPapao)の
(4)

町か ら約 5km ほど北方のパンチ ョーク (Pangchok)という小村 (約30戸)で住民同士が話

す言語であって, この地方のタイ人たち (KhonMuang)はこれを "Lua=すなわち ｢ラワ｣
(5)

とよんでいる｡ 実際この言語 とボ-ルワン (BoLuang)や ウンパ イ (Umphai) などのラワ

譜 とは相当に近い闇係にあるようであって,今 までにもこれを ｢ラワ語 ウィエン ･パ パ オ 方
(6〕

言｣ として言及 されたことがある｡

3IRIE
しか し話 し手たちの自称では /R5meet/であって, これは北部 ラオスの HKhamet日日(Kha)

Lalllet"などとよ く一致する.ラオスのカメー ト語 (ラメー ト語)の言語学的な記述報告がな

いので細部にわたる貝休的な点はわか らないが,次のような例で見るかぎりこの言語が ラワ語
･､t;丁

よりもカメ- ト語の方言であることは明 きらかである.

(3) HIL.Shorto,J.M.JacobandE.H.S.Simmonds:BibliographiesofMom-Khme7- a7,d Tat

Linguistics.Oxford Univ･Press,London,1963･ にはモン･クメール系として実に136の言語
/告があがっているOその多くは同一言語の異名ではあるが,本書に含まれていないものが実際には随
分あると予想されるから,いずれにせよ相当な数にのぼることは確かである｡

(4) BanPangchok,SantonpatlMtlthi1,TambonSansali,AmphoeWiangPapao,Changwat
Chiangrai.

(5) もっとも,一般には,かってこの地方に -̀Lua'ノ族が住んでいたが現在では "KhonMuangH にな
ってしまってその言言吾も話されていないと思われていて,ウィエン･パパオの町でさえ今 で も この
"Lua"が話されている小突はほとんど知られていないようである｡

(6) (ゾ･Sanidh Rangsit:"Beitrag zur KenntnisderLawasprachen Yon Nord-Siam (Mit

Vokabularien)."A71thropos37-40,1942-45,pp.6881710.

(7) 別に /lha?7があるがこれはタイ系借用語である｡ラワ語の自称 /13vular),r∂Vua?/に対応する形

は /R5wa(a)?/でなければならない｡

(8)WPP.はウィエン･パパオ方言｡ NT.はカメート譜ナムタ (Nam Tha) 方言, P.Lefとvre-

Pontalis:"Notessurquelquespopulationsdunord deHndochine,IlH.JA 9esir.18,

1896･pp･129-54,291-303･による｡ Kraisi･は, KraisiN.:"TheMrabriLanguage.=J5'g

vol.LIpt.2,1963,pp･179-184･AppendixI･ に見えるカメート語でインフォーマントの出身
地が明らかにされていないがおそらく北部ラオスと思われるo BL.,UP.はそれぞれラワ吉吾ボールワ
ン方1,ウンパイ方言｡
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WPP.

≪ブ タ≫ liik

≪ 手 ≫ tii?

≪ 石 ≫ RS?aag

≪- ど≫ phuユ品

≪ 頑 ≫ 由t5h

NT

1-k

tl

Kraisi. BL. UP

liik 13ic leic

ti? tai? te?

kha?aatl (saml⊃u?) (samO?)

phig (sa?3u瑚) (sa?oia)

d〇h (kain) (kaia)

それゆえ私はこの言語を｢カメー ト(ラメー ト)語のウィエン ･パパオ方言｣とよびたいと思 う｡

カメー ト語とラワ語がかつては非常に似ていたことは疑いがない｡ 第 3章ではカメー ト語 ･

ラワ語 ･カム語を同 じレベルで考察 したけれども,それは北部モン ･クメール諸言語の相互関

係を明 らかにする手がか りとな りうると思 ったからであって,実際にはこの 3者が完全に鼎立

した関係にあるのではな く前 2者の問の関係が最 も密であることはまず確かである｡このこと

にとって,カメ- トが ラワと同 じく "Lua" とよばれている事実は極めて示唆的であるかに見

える｡ しかしなが らこの 日Lua" という呼び方について事情はもう少 し複雑なようである｡

今回私が調査する機会をもったものだけで も3種類の言語が "Lua" とよばれている｡すな

わち,(1)ボールワン,ウンパ イ,メーサ リエン (MaeSariang)などで話されるラワ語, (2)

カメ- 卜語 ウィエン ･パパオ方言, (3)タコ- (ThaKo), ホエイサーン (HuaiSan)など
(9)

で話され,話 し手の自称にしたが ってわれわれが ビス譜 と名づけた言語,の 3つである｡この

うち, ビス語はモン ･クメール系の ラワ語 とは全 く異 ってお り, ビルマ ･ロロ系 (Burmese-

Lolo)に属するものであってことにビルマ語に著 しく近い形式をもっているのである｡ もっと
(10)

もビルマ語に対応形が見出せない形式も持 っている｡

ところで ラオスには HKha" とよばれる多 くの言語がある｡一般にはこれ らはすべてモン ･

クメール系であると信 じられてお りまた事実その多 くがその通 りなのであるが,その一部がチ
(ll)

ベット･ビルマ系に属するものであることは実は早 くか ら指摘 されている｡しかもそのあるも

のはビス語 とまった く近い関係にあるようである｡たとえば,ボンサ リ (PhongSali)のプノ

イ語 (Phu-Noi,KhaPhu-Noi),同 じくウ-河 (Nam U)上流の "KhaPaille", 遠 くライ
(12)

チャウ (La主Chau)の HKhaKhong日とビス語 との問には次のような共通語柔がある｡

(9) たとえば BunchuaiSisawat: ●̀Chao-KhaonatThai",Bangkok1963･や,id."SamsipChat

-iChiangrai",Bangkok1950.などでもこれらをすべて "Lua"として述べている｡なお,私は

調査中にこのほか,LuaKhun,LuaYong,LuaLu,LuaDam といった名札をきいたことがあ
るがこれが本当は何を指すのか確認していない｡

(10)ビス語については別に西田助教授がその詳細を発表される予定であるからそれを参照されたい｡

(ll) cf.P.Lefevre-Pontalis前掲論文Ⅱ.(1,896)および Ⅰ.JA 8esir.19,1892-pp.237-269･

(12) TK.,HS,Wr.Bur.はそれぞれビス語タコ～方言,ホエイサーン方言,ビルマ文語を表わす｡プ

ノイ語は H.Roux "Quelquesminorit色sethniquesdu Nord-Indochine.HFrance-Asienos･
92-93.pp.131-419.による｡ また "KhaPaille""KhaKhongHは Lefevre-Pontalis前掲論
文による｡なお,"Phu-NoiHはまた "KhaPhai"ともよばれるが, タイのナーン県 (Nan)のカ

パイ語はモン･クメール系である｡ げ.Kraisi前掲論文｡
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TK.

(i) ≪ 宏 ≫ jtlrn

≪ 火 ≫ bi

≪ 月 ≫ ?tlhla

(ii)≪ 負 ≫ 15qti

≪水牛 ≫ j5

≪ 水 ≫ 1両

カメート語音素体系の記述と比較宮語学力考察

HS. PhuNoiKhaPaille KhaKhongWr.BUT.

jtlm youm (pan) 'im

bith三i bi bi bi mi2

7tlhla tlla oulla pela hla3

15Ⅰ再 n6te yongte longte (ga2)

p5℃hlla yO yO panna (kywai2)

1両 1畠ng tang lang (rei)

またカメ-トがラオスで "Khamet日,HKhaLametHとよばれていることはすでに見たとおり

である｡

もちろん "Lua"と "Kha"が全 く同じというわけではないし, だいいちこれらの語そのも

のの由来は何の関係もないであろう｡けれども "LuaHが HKhaHと同じように, さらにいえ

ば著しく並行的に,色色な民族やその言語を指すものならば, カメートが "Lua"とよばれて

いる事実も単純に理解することに梼拷せざるをえないのである｡これにはやはり,言語学的に

指摘できる事実とは別 に何らかの歴史的な説明がなされなければならないと思う｡

1･3 北部タイのカメー ト語につし､て

北部ラオスでは現在でも多 くの人人によってカメ-ト語が話されており,近年になってもそ

の話し手たちがカム族とともに国境を越えて主としてチエンライ県 (Chiangrai) に移 って く

るという｡しかし,その多 くは個人的な出稼ぎであって村ごと移住して くることはないといわ
(1r)

れている｡

しかし,それとは別に,ウィエン ･パパオのカメートのように以前から定着しているものが

ほかにあるかどうかということになると十分にはわかっていない｡パンチ ョーク村できいたカ

メート族の ｢歴史｣によると,彼 らは ｢かつてチエントン (Chiangtung,Kengtung)にあっ

て,そこからずっと南下し,.まずチョムトン (Chomthong)の一帯に村をつ くった｡ その後

再び北上して ド-イ ･サケット (DoiSaket)近辺に村をつ くり,さらにメ-カチャン (Mae

Khachan)を通ってウィエン ･パパオ盆地にたどりついたのだ｣という｡この話のどの部分が

事実を伝えているのかいないのか,またかつてチェンマイ (Chiangmai)一帯の平地をも支配

したといわれる ｢ラワ｣族との関係がどうであるのかまだ私にはわからないけれども,かつて

カメ-ト語がチ ョムトンや ド～イ ･サケットの一帯で話されていたことは十分に考えられるこ

とである｡

パンチョーク村のカメート語も早晩忘れ られてい くであろうO 現在でもすでに年少者は北タ

(13) (f･Bunchuai前掲差 し1963)pp.221-L228.
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(14)
イ語 (チエンライ方言)の方をむしろ第 1言語としているようである｡実際,彼らがチェンマ

イやチエンライに出稼ぎにでた場合はもちろん,ウィエン ･パパオの町をはじめ近隣の村でも

カメート語を話すことはないから,むしろ北タイ語を話す機会の方が多いのである｡

けれども,まったく構造の異った2つの言語の一方が他方に置きかえられるという場合,言

語自体の漸次的変化によって強力な方の言語と同じになるというのではな くて話し手たちがつ

いにはどちらの言語だけを話すようになるかということであるから,一方が他方の影響をどの

程度まで受けねばならないかということは関係がないと考えるのが常識であろう｡このカメー
し15)

ト語も確かに北タイ語の影響を受けてはいるがそれは想像されるほど多きくはないのである｡

本稿では,このカメート語ウィエン ･パパオ方言についてまずその音素体系を記述し,さら

にカム語 ･ラワ語という北部モン ･クメール系の言語との問にどんな関係が見出せるのかを比

較言語学的に考察したい. なお,カメ-ト語のメイン ･インフォーマントは当地出身の Tha

Kaeopha氏 (56才)であって,質問はタイ語と必要に応じて北タイ語を用いて行なった｡

2. カメー ト話の音素体系

2･1 音素体系の記述方法

ある言語の音素体系を記述しようとするとき,その方法の一般的なモデルとして次のような

様式が考えられる｡

まず,すべての音素についてその音声学的性格を記述しそれらの間の相互関係を明らかにす

る (狭義の音素論)｡ 次いで,それらの音素がどのように結合してどのような音素結合形式を

構成するかを記述する (音素結合論)わけであるが,それらすべてを列挙することは不可能で

もあり無意味でもあるから,まず音素をい くっかのクラスに分類して,そのうえでどのクラス

の音素とどのクラスの音素とがどのようなクラスの音素結合形式を構成しうるかという形で記

述する｡さらに結合形式のクラスについて同様の手順を繰返す｡ここで,このようにクラス単

位で記述 した場合,実際にはその言語にはありえないような音素連続をも含めてしまうことが

あるから,そのような時には結合の制約としてそれを書き加えておく｡

以上が音素体系の記述の一般的モデルであって,とくに音素の結合株式を文法体系のシンタ

クスと並行的に形式的に整った形で書けるという点で優れている｡しかし現実にある言語の音

素体系を記述するに際しては,むしろこれを適宜にバラした形で記述する方がその音素体系の

(14)生活自休ふつうのコンムアンと何ら変らない.昔は額帯で物を運んだり水牛の供犠祭をやったという
し,入母屋式の屋根に彫刻をした鎮木があるのは古い名残りかもしれないが,このような例は素人目
にはほとんど気づかなかった｡

a5) たとえばいわゆる基歴語柔100項目のうちタイ系借用語は7項目しかない0
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ヨi133E
特徴をより理解しやす く表現できるようである｡次節以下でもカメー ト語の音素体系をこのよ

うにバラした形で記述するが,元にもどして上述のモデルに従 った形で書けばおおよそ次の通

りであることをあらかじめ記しておきたい｡

(1) 音素目録表

(2) 音素のクラス '.子音音素C,fl･音音素 V, トネームT｡おのおのい くつかのサブクラス

をもつ｡

(3) 音素結合 :たとえばCの 2つのサブクラスが初頭子音結合を構成し,それはCと共にク

ラスC(C)すなわち音節初頭成分に属する｡同様に音節の再接構成成分としてⅤ(Ⅴ)(C)が新

たなクラスとして定義される｡結合の制約によってタイプが分かたれる｡

(4) 音節 :C(C)とV(Ⅴ)(C)が音節の核を構成 し,それとトネームとが音節を構成するo

すでに分けられた構成タイプに一致 して自立音節,附属音節などサブクラスに分けられる｡

(5) 音節結合 :附属音節と自立音節が結合して,日立音節と共に,新たに定義されたクラス

に属する｡等等｡

212 音節の構成タイプ

カメート語の音節の構成を考えるためには,他の多 くのモン ･クメール諸語の場 合 と同 じ

く,音節のサブクラスとして分けられる自立音節 (大型音節 majorsyllable)と附属音節 (小
(17)

型音節 minorsyllable)のおのおのについて考えることが適当である｡自立音節は terminal

junctureの置前に立ちうる音節であって 強勢をとることができその実際のメンバーも多い｡

附属音節は junctureの直前には克たずまた強勢をとることもない｡

その構成においても両者は異 っていてそれぞれ次の通 りである｡

｢仁立音節-･C(C)Ⅴ(Ⅴ)(C)/T

附属音節-･CV(C)/T

ここで,Cは召II'･音素,Vは母音音素,Tは トネームをそれぞれ表わしている｡ ( )は存欠

いずれでもよいことを示 しているが,自立音節の(Ⅴ)(C)では共に欠如ということは今のとこ

ろ許されないとしてお く｡というのは, 強勢のない位置ではC(C)Ⅴ/Tの構成をもつ 日光音

節が見 られることがあるからだが,これについては後で述べる｡
ヨ印BE

次に日立音節の各構成成分の位置に立つ音素の音声学的性格を記述する｡

(16)たとえば,Smalley氏によるカム語の記述は上述のモデルに従ったものと思われるが,形式的に整っ
ている割には全体がいたずらに繁雑なものとなっているo cf･W･A･Smalley･.OutlineofKhmuP
SLrLLl-tu?･e.NewHaven,1961.xix+45p.

(17) rf･E･J･A･Henderson:"ThemainfeaturesofCambodian pronunciation."BSOAS14,
1952.pp.149-74,3plates･

(18)以下, 〔〕内の音声記rJ･はおおむね IPA に従う〔精密記号は当該個所の説明に必要なときにのみ
用 い,その他は簡略記号を用いた〔
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2･3 トネーム

自立音節のTの位置に立つ音素すなわち トネームは, カメー ト語においては(1)高型//, (2)

低型/ソの2つがある｡この系統の言語にはあまりトネームの対立がな く,それに代 って トネ～
(1g)

ムに類似した母音の性質の対立 (quasi-tonalregister)が見 られるのであるが,カメー ト語に

おいては音声学的には両者が同時に現われる｡ すなわち, トネーム/ソをもった音節の母音は

普通の場合気息母音 (breathy vowel)である｡e.g.≪魚≫kaa?〔ka:755〕 ≪バナナ≫kaak

〔ka:k31〕 しかしこの母音の性質は付随的な特徴であって,別弁的特徴は明らかに トネ-ムの

対立である｡
;､2Ol

トネームの実際の トネーム型はそれぞれ次の通 りであるo

(1)高型 トネーム//

基本型は 〔55〕〔品〕である｡e.g.≪思い 出す≫ culut〔tqtu55:〕≪犬≫S〇?〔S〇9品〕

連続型は 〔44〕 〔完〕 であるo e.g.≪ ミルク≫ ?om-ptlu? 〔?om｡｡-〕 ≪山犬≫ S〇(?)-Ri?

〔Sつ(?)箭-〕

(2) 低型 トネーム/､/

基本型は 〔31〕〔㌫〕である｡e.g.≪名前≫ctuuI〔tqu :｡1〕 ≪さがす≫S57〔Sつ?㌫〕

連続型は 〔21-11〕〔㌫〕である｡ e.g･≪炭≫ gal-p圭el〔g3121-,g3111-〕 ≪送る≫ ti(?)-t古盲1

〔ti(?)符-〕

2･4 初頭子音音素

自立音節の初頭成分 C-,CC-すなわち (初頭)子音音素18個とその結合の実際のメンバ-は

次の表の通 りである｡

p t c k ?

b d

Y
m n n tl

l R

W J

f s

(21)
このほか稀に三重結合 khw がある｡

(1)無声閉鎖音 /p,t,C,k,?/

1

R

p

p

l

l

一

f

佃

l

一

ch

一

th

･,J

h

p

p

1

R

W

j

h

k

k

k

k

k

一

J

一

蛸

f

m

(19)cf･E.J･A.Henderson.oク.cit.
(20)基本型は環境 /-#/(井は pauseまたは terminaljuncture)に立つときのトネ-ム型,連続期 ま

他の音節に連続するときのトネーム型をいう｡

投1)/kw/および /khw/はタイ系借用語にのみ現れる｡
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この系列の音素に該当する単音は無声 ･無気の閉鎖音および破擦音 〔p,t,tQ,k,?)である｡

e.g.≪短かい≫p〇t〔p〇t三言〕 ≪布 ≫ t叩 〔toI〕55〕 ≪見る≫ C5〇m 〔tQ〇:m｡l〕 ≪くび≫k〇〇?

〔k〇:755〕 ≪3≫?〇〇j〔?〇:i55〕

音素結合 /pl,pj,kl,kw,kj/における場合も同様であるoe.g･≪果物≫ pie?〔ple76;〕 ≪殺

す≫pjam 〔pj'1m55〕 ≪洗 う≫k1glaモロニk1a:恥 〕 ≪～よりも≫kWaa〔kwa:55〕 ≪目をつぶる≫

kjap〔kjapG〕ただし, 先行する附属音節の末尾が鼻音である場合は有声音が自由交替的に観

察 される｡e.g.≪天,空≫t5mpliig〔-pli:g55--bli:q55〕

/冗/との結合においては無気または弱い出気の閉鎖音である｡ この際,/k/は母音 /i/の

前を除いては11蓋垂閉鎖音 〔q(̀'〕 であるoe.g. ≪雨≫ pRii? 〔p(̀'Ri:?31〕 ≪刀≫ tRaaj

〔t(̀)Tta:i31〕 ≪くま≫ kRiis〔1くく̀)Ri:S55〕 ≪先/i-_≫kRdu 〔q(̀)Ru:31〕

山気の無声閉鎖音および破擦音 〔p̀,t̀,tq̀,k̀〕はそれぞれ音素結合 /pll,th,ch,kll/と認め

るoc.g.≪心≫pheem 〔p'e:m55〕 ≪油 で揚げる≫th5〇t〔t̀〇:t,l〕 ≪ずぽん≫chul 〔tQ̀u155〕

≪本≫khe?〔k̀e?完〕

(2) 有声閉鎖音 /b,d/

これは単なる有声閉鎖音 〔b,d〕であって, 前声門化音や内破音ではない｡ e.g.≪雲≫bot

〔botG〕 ≪ベ ル ≫deq〔deI〕55〕

(3) 鼻音 /m,n,員,T]/

該当する単音は 〔m,n,np,q〕である｡音素結合 /mR/は 〔maR〕であるが, 私のノー トに

は≪馬≫ 1倒 しか見出せない｡e.g.≪つめ≫miim 〔mi:m55〕 ≪血≫naam 〔na:m55〕 ≪衣≫

舶 a?〔rba'･?3J〕 ≪高価な≫ q5〇S 〔q〇:S31〕 ≪馬≫mRaT]〔maRaT]3I〕

(4) L R 音 凡R/

/1/に該当する単音は結合の第 2要素の場合も合めて側面音 〔l〕である｡ e.g.≪葉≫laa?

〔1a:755〕 ≪ ヒル≫pliiI〕〔pli:r]55〕

/R/に該当 する単音は一般に口蓋垂音であるが種種の異音がある｡

単純初頭子音としては, 口蓋垂有声摩擦音 〔ti〕, 弾き音 〔R〕, 閉鎖音の入 りわたり (on-

glide)を伴 ったふるえ音の 〔qR〕または 〔GR〕 がおのおの自由異音として観察される｡ ただ

し直前の音節の末尾が /I)/のときは弾き音 〔R〕のみである｡ e.g.≪つ くる≫ R胃石? 〔15苫:755

-qRY:755--〕 ≪ひざ≫p叫RdoI】〔p明 言Ro:q31〕

結合 /pR,tR,kR/においては有声の 〔ti〕, lR〕 (ふるえ音)のほか無声の 〔x〕〔写〕が自

由異音として観察される,e.g.≪ リス≫pR〇〇k 〔p(̀)R〇:k55-p(i)x〇:k55-･･･〕 ≪水牛 ≫ tRaak
(22､)

〔t(̀)Ra:k55-t(i)xa:k55-･-〕 ≪いためる≫kRua〔q(̀)Ru:a55-q(̀)xu:a55--･〕

のがある,e･g･≪値が安い≫ (k)Re?(?)なお,付属音節の初頭成分としては/氏/と /kR/とは中和
している｡rf.i.7.(2)
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前に閉鎖音のない 〔x〕 または 〔xR〕は音素結合 /hR/であると認めるo ≪山の精≫ hRooj

〔x(R)o･.i55〕≪愛する≫hRak 〔x(R)a嬬 〕

(5) 半母音 /W,j/

無摩擦の半母音 〔W,j〕である｡e.g･≪帽子≫W53m 〔W〇:m31〕≪耳≫jook 〔jo:k55〕

(6)摩擦音 丑 S,h/

無声の摩擦音 〔f,S,h〕が該当す る｡ 音素結合における /h/についてはすでに述べた｡ な

お,/f/ほタイ系借用語以外には見 られない｡e.g.≪ゾ ウ≫k5saaq〔一Sa:q55〕 ≪歩 く≫htul
(23)

〔htHl55〕 ≪わた≫faaj〔fa:i55〕 <NT.faaj

以上の初頭子音音素およびその結合 と トネームとの分配関係には,/b,d/が高型 トネ-ムと

しか結合 しないこと以外には,とくに体系上の制約は認め られない｡ しか し,/?,h;ph,th,

ch,kh;hR/と低型 トネ-ム /ソ との結合は稀であり, しかもタイ系借用語に限 られている.

e.g.≪母≫袖ujcf.NT.?dj≪祖父母≫ ≪鎌≫khiaw<NT･khiaw･

2･5 母音音素

次に, 自立音節の -V(Ⅴ)-の位置に立つ母音音素であるが, これは極めて整然 とした 9母

音 システムを もっている｡また, 9つすべての母音が重複結合 (geminatecluster)を構成す

ることができる｡異なった母音の結合は /ia,ua,ua/の 3つである｡

1 ul u ii uul uu

e 苫 O ee ¥首 00

e a 〇 ee aa 〇〇 ia tua ua

(1) 狭母音 /i,M,u/

それぞれ,前舌張唇狭母音 〔i〕,後舌張唇狭母音 〔Ⅶ〕, 後舌円唇狭母音 〔u〕ないし 〔U〕

が該当する｡ ただ L /TLI/は末尾 子音 /C,且/の前では条件異音としてやや円唇の 〔甲〕 とな

る.e.g.≪小 さい≫pik 〔pik訂〕 ≪会 う≫ptilp〔pulP㌫〕≪～ したい≫su?〔sU?品〕 ≪射 る≫

pulL 〔ptplnp55〕≪売 る≫ttnc〔ttuitq'57〕)

幽 NT･は北タイ語｡しばしばタイ系借用語について言及するのはそれがHendersonのいう"secondary
system"に属すると考えられる場合があるからである｡Hendersonはビルマ語 ･タイ語 ･クメール
語などの音素体系において,その言語本来の形式および見かけ上それと全く異ならない外来語とを支
配する"primarysystem"と外来語のみを支配する "secondarysystem"とを区別して記述する｡

･ゾ･E･J･A･Henderson:"Thephonologyofloan-WordsinsomeSouthEastAsianlanguages."
Trans.Philol.Sac.1951,pp.132158. この議論は話し手の実際の意識ともよく合致して外来語を
も含めた場合の音素体系の記述にとって非常に有効であると思うOしかしカメート語とタイ語のよう

にもともとその "primarysystemHに大差がない場合には,全体には "secondarysystem"を考
える必要はないようである｡
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蚕複結合 /ii,tHuT,uu/はそれぞれの長母音 〔i:〕 〔tu:〕〔u:〕 が該当する｡ ≪ブタ≫1iik

〔li:k3.〕 ≪コウモ リ≫btuu叩 〔bttT:T]55〕 ≪消す≫suul〔su:155〕

(2) 半狭母音 /e,ち,0/

/71/は後舌脹唇半狭付 帯 〔71]であって中舌r7二昔 〔∂〕ほ観察 され机 ､o /cl,0/はともにやや

広い目の半狭母音でそれぞれ前舌脹唇音 〔♀〕後舌円唇音 〔TO〕である｡ e.g･≪上る≫ Rth

〔REh67〕 ≪お し≫S苫? 〔Sが 訂〕 ≪め くら≫p61〔p坤 〕

茸複母音/ee,71首,00/はそjIJぞれの長母音〔C:〕 〔b,:〕 〔O:〕 が該当するo c･g･≪ヤマビ

ル≫pleem 〔pITe:m55〕 ≪遊ぶ≫m"･1〔mY:吊 ≪夕方≫lく51か)nll-p♀:131〕

(3)広母音 /E,a,〇/

広 さは必 らず Lも対称的ではない｡/e/には前古張唇半広甘 音 〔e〕が, /a/には脹層広母

音の 〔a〕ないし 〔n〕が,また /〇/には広い目の後舌円唇半広母音 〔♀〕ないし広母音 〔D〕

がそれぞれ該当する単音である. e.g.≪つばをは く≫ pユk 〔p三1くET〕 ≪広い≫wah 〔wa最7-

wqh盲T〕 ≪美 しい≫15k 〔1♀k㌫-1Dk㌫〕

重複母音結合 /ee,aa,〇｡/ほそれぞれ長母音 〔e:〕〔a‥～G:〕,〔♀:～D:〕であるoe･g･≪ノ

ミ≫teep 〔te:p55〕 ≪さる≫ wLILl'〔､Ⅴ'l:'55〕≪6≫t〇〇l〔t壬:155-tD:1LILq〕

(4) 胃音 結合 /i(i,ul'1,u'-I/

-VV♯の苦節ではそれぞれ 〔i:a〕〔ur'･(?]〔tl:L]〕,-VVC′の音節では 〔iこl〕〔tuLll 〔し1tl〕で
し24｣

ある｡e･g･≪幼い≫pi(l〔pi-･na55〕 ≪見せる≫pia?〔pj{17完〕 ≪のこぎり≫1Lita〔1uJ:;13■1 ≪軟

かい≫mt主raj〔muait5J〕 ≪品物≫kRtla〔qRu:a3J〕 ≪ラワ族≫1bar)〔lua?31〕

2･6 末尾子音音素

l′_ド;/-.音節の -Cの位 L7T.'Iに二立つ未TTE子音音素は1･音音素のサブクラスであって,次の14個に限

られている｡

(1) 閉鎖音および鼻音 p t c lく つ

この系列の音素 /p,t,C,k,?/および /m,n,量,I]/に m n n q

はこの位閏では,破裂を伴わない無声閉鎖音および破 l

擦音 〔p｢,t｢,itQ1,1了,?｢〕および lj千㌢鼻音 〔m,ll, W J

in.,,T]〕がそれぞれ該＼r'Iす る｡ /C,ii/には明瞭なわた り s h

(glide) 〔i〕が観察 され る｡e.g.≪ごほん≫?utlP〔フu:p｢55〕 ≪寝 る≫フiit〔?i:t-155〕 ≪な く

なる≫ 1aac〔la:itq｢｡1〕 ≪行 く≫ Wムk 〔wakJr〕 ≪似合 う≫ m〇? 〔m〇?｢三言〕 ≪かみなり≫

k51n品m l-nu_lm｡l〕 ≪鉛≫ctiluTn 〔t叩 :n｡.〕≪黄蜂≫taa量〔ta:iI転 〕≪舟≫C5153qト1〇:恥 〕

C4) このほかただ l例だけであるが≪胞≫ 〔ki:ak〕がある｡これを/kji'lk/とすべきか,母昔結合/iia/
宣,諾,y),I)べきかri:お検討rJ)余地があJI)∩,-i.カバ吾/tわak/∩

1-.'l.1-
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(2) /1/

メイン ･インフォーマントの発音ではこの音素に該当する単音は常に側面音 〔1〕 であった
(25)

が,別 のインフォーマントはこれをすべて弾き音 〔p〕に発音 した｡e.g.≪2≫?aal〔?a:155-

?a:p55〕≪7≫pul〔pu155-PuP55〕

(3) 半母音 /W,j/

これは音節副音的母音の 〔繋,)､〕であるO /W/は広 くなって 〔只〕が観察されることもある

が /i/ほ 〔買〕とはならないoe･g･≪うらやむ≫-kh〇〇j〔k̀〇:,i､55〕≪水田≫k5naaw 〔-na:nu31〕

(4) 摩擦音 /S,h/

無声摩擦音 〔S〕〔h〕である.e.g.≪マッチ≫kap-tRbs〔-tRos27〕 ≪顔≫Rampbh 〔-poll㌫〕

末尾子音音素 と母音音素 またはその結合 との分配関係にはい くっかの体系上の制約がある｡

(1) 単一母音音素は必 らず末尾子音音素を伴 う｡すなわち -Ⅴ葬は存在 しない.
(26)

(2)母音結合 VVと /h/とは結合 しない｡しかし,/?/は V,ⅤⅤ のいずれとも結合 して対

立がある｡e.g.≪ふ くろ≫p51jaa?:≪娘≫k〇(〇)n-p51ja? ≪男≫R5m主?:≪夫≫RSm主e?

(3)/C,義,j/と /i(i),e(e),e(e),ia/は原則として結合 しない｡例外的に /ec/があるが /ek/

とI'l山交替しやすい｡e.g.≪終 る≫hec～hEkoなお,この制約は結合 /uc,u員/を排斥するも

のではないが,実際には /Il°:UTC/,/un:tt清/がそれぞれ中和音 〔t)uitq〕 〔tjlljnp〕 となってお

り一応それを /ttlC/,/tu員/としたか ら結合 /uc,u員/はないことになる｡(/tu/の項を参照)

(4) /W/と /ttT,u,h･,0,〇/およびその結合とは結合しない｡

上しとのほかにも私のノー トには見出せない音素連続があるが,それ らは実際にはカメ- ト語

の音素結合形式として存在するかあるいはいわゆる偶然的あきま (accidentalgap)であるか

のいずれかであって,体系上の制約か ら来るあきまではないもののようである｡

一方,初頭子音 (結合)と母音 (結合)または末尾子音 との間の分配関係は自由であってと

くに制約はない｡この事実は,カメー ト語の音節の核の直接構成成分が他の多 くの諸言語の場

合 と同じく C(C)- と -Ⅴ(Ⅴ)(C)であると考えることが妥当であることを示 している｡

2･7 弱ま り型 自立音節

弱まり型 自立音節について述べる前に,肺序がいささか逆のきらいがあるが 2つの音節の結

合について考えておきたい｡ この間題を考えるためには強勢 (stress)や連接 (juncture)の

記述が先行すべきであるが,これ らの音素についてはまだ検討の余地があるので余 り深 く立ち

cz5) この -1はもともと *-1と *-1 の2つに由来するが, 〔1〕〔pつは互に自由異音であってこの対立が
保たれているわけではない｡e.g.≪2≫?aal<*-r.≪銀≫k5m血ul<*-1.

(26)(1)(2)から 〔-Vh〕を /-V/に,あるいは逆に 〔-Ⅴ:〕を/-VVh/とすることもできる｡ 〔-♯〕'･〔-h〕
は対立しないからである｡
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入 らないことにする｡

2つの音節 Slと S2とが結合する場合,(1)Sl,S2とも強勢をもつ,(2)Slが半強勢を,S2

が強勢を もつ,(3)SJは強勢 ･半強勢をもたず S2ほ強勢をもつ, という3つの場合がある｡

そのうえに,その 3つのそれぞれについて内部連接 (illternalopen jtlnCturC)がある場合と

ない場合とがあるo しか し大ざっばにいえば(3)の場合には内部連接は通常存在 しない｡ そこ

で,強勢 と連接とを合わせて,(1)杏 /SIS2/, (2)杏 /SrS2/, (3)杏 /S.S2/のように簡略化

して表記する｡もっとも (1)(2)(3)の間は実際には連続的であって, (1)と(2), (2)と (3)はしば

しば連続的に自由交替するoe.g.≪つんばである≫/jookluut/～/jook-1uut/≪書物≫/naq-

sttlttt/～/n'11〕SlⅢTl/し1

さて,附属音節が(3)の S.にしか立たないということはすでに明 らかであろう｡ しかしrl-立_

音節は (1)(2)の SIS2,(3)S2のほか (3)SLの位 闘 こ立つ ものもある (上側 /n叩/)Oこの場合,

用音は甲- 何者に限 られている (すなわち C(C)VC/T)が, ややゆ っくりしたスタイルでは

-_TTi:被け音に交替するものがある｡e.ど.≪いっ≫f拍nl?een～舶am-?een.そこで,この位置Iの日

立音節をとくに ｢弱まり型 臼V.音節｣と呼ぶことにする｡

弱まり型 n立音鞘にはこのほか C(C)Ⅴ/T の構成をもった音印が同すると考えるo この里

のfll-･l'-机ま(3)S111外の位置7-.に 立たないという古で附属音節と同じクラスに属するが, C(C)VV

(C)/T の型 の日日(交替形を も-,ことと/714戊分の位闘 こlI/'r)音素o)種類が他の 日立封市と 同 じ

であるということか ら, この型 ur)音fゝ･1日)弱まりIJでrJ.自 立音節に属すると考えるjJ'が 有利だか らで

ある.㍗.ど.≪くわ≫ I(11011(ll((-1く11.1つ11)ol() ≪中年≫ lく〇lltlnl(-1て〇(〇)n-ntlnl) ≪じん臓≫

I)ごl最ew (～ t)hl-k去ew) ≪タバ コ≫lて亘tlii(～mtlt1-rli)

2･8 附属音節

附属苦節 CV(C)/T は構成が自立音節のそれよりも里純であり, 各成分となる音素の種類

も限定 されている｡

(1) トネーム

大部分の附属音節は低利 トネーム /､/〔TT〕 しかとらtj:い｡すなわち,ここでは /､/の機能負
(27)

荷量は極めて小 さい｡ しか し稀に高利 トネーム//〔㌫〕をとるものがあるので,附属符節に ト

ネームの対立 がないとすることはできないo e.g.≪ひも≫ p5lsi? 〔paln-〕 ≪何≫ S5nn15h

〔sanTト〕≪どうして≫san?°en〔san完-]

(2) 初頭子音音素

(gn F位音節におけるトネ-ムの対Il'/lEま基本的にもともと初頭子音の有声 ･無声の対立に由来するが,附

属音節ではその対Jr_が十分には保存されていない〔 C.g.≪たけのこ≫ t5ptlag<*da-≪官 ≫ C59?aap
<*ca(9十
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自立音節の初頭子音のうち次の 7個 しか附属音節の初頭成分にならない｡ すなわち,/p,t,

C,k;1,R,S/｡ 該当する単音は自立音節の場合と一般に同じであるが, 佃/は自由異音として
(28)

〔q̀(R)〕も観察される｡e.g.≪とかげ≫p51taaq〔p31て1弓 ≪相談する≫t51?uu 〔t51TT-〕≪緑

色≫C5qaal 〔tqaTT-〕 ≪金≫k5lc53?〔kalTト〕 ≪鐘≫15paaq〔1aTT-〕 ≪のみ (撃)≫RSmtbon

〔RamTト～qRamTト～-〕 ≪口≫S昌がi?〔saTT-〕

(3) 母音音素

附属音節には母音の対立がない｡しかし,≪洞穴≫tham 〔t̀am55〕:≪右側≫t5ham 〔taTT

ham55〕のような対立があるか ら音素 /a/を認めないことはできない./a/ほ形式的には自立

音節の母音 クラスには属さないものである｡

/a/に該当する単音は中間母音 〔∂〕または非常に弱まった 〔〇〕であるが,環境によって次

の異音が自由交替 しうる｡(a)直後の自立音節の母音が /a/のとき 〔a〕,(b)同じく /0,u/の

とき 〔U-o〕, (C)同じく/e/のとき後よりの 〔9_〕｡ e.g.≪舌≫p51taak 〔palTト～palTト〕

≪汀≫p51?ul〔palTr-～ptJITf-〕≪気分がよい≫p51gee?〔palT1--pelTト〕

(4)末尾子音音素

/1;m,n,I)/の 4個に限 られているo このうち鼻音の系列の音素は後続する日立音節の初頭

子音と調音位置が同じであることが多 く,鼻音同士の対胡 こよる機能負荷量は小さい｡しかし

常にそうとは限 らないのでこれを /N/のようにひとつの 音素とすることはできない. e.g.

≪雨が降る≫S51主e? 〔saTト〕 ≪豆≫S51paaj 〔salTト〕 ≪目覚める≫ 15mkik 〔13m-∩〕

≪太薮≫S5ntug〔sanTT-〕≪ひたい≫RSgm5〇℃〔Ral3Tト〕

なお,末尾子音音素と初頭のそれとの分配関係には制約があって,両者が同 じ調音位置のも

のであってほならない.すなわち,pam-,tan-,kal3-,1∂ト は存在 しない｡

(5) /N/
(29)

これは単独で附属音節の核 CVCを構成する音素である｡該当する単音は直後の自立音節の
ヽ

初頭子音と調音位置が同じの音節鼻音 (syllabicnasal)である｡e.g.≪咲 く≫Nkbh〔折 -〕

≪ことば≫Nlも〇? [.1Tト〕 ≪～ない≫N-:≪持 っていない≫/Nkooj/〔り77-〕≪そうではない≫

/Nm5h/〔rTl宗一〕

2･9 音節の結合

ここでもう一度音節の結合について簡単に述べてお く｡

次の 3つの音節結合形式が自立音節と同じクラスに属し,強勢や juncttlreをとりうる｡す

(姻 したがって付属音節では実際には /氏/～/kR/である｡

eg) C,V いずれのクラスにも属さず,これl'-l休で CVC と同じクラスに属する｡
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なわち,(1)弱まり型 自立音節+自立音節, (2)附属音節+自立音節, (3)附属 音節+附属音節

+自立音節oe.g.≪これ≫tu?uh ≪鼻≫S5_]ktll≪昼間≫k51S5qii?.

ただし,附属音節と自立音節の分配関係には次の制約がある｡すなわち両者の初頭子音が同

じ調 音位置の閉鎖音 ･鼻音であってはならない｡ つまり, p5(C)p-,t5(C)t-などは存在 しな
Ilju･

い.また同様に S5(C)S-,15(C)ト,RS(C)R-も存在 しない｡

最後に,単語は合成語の場合をのぞいてtrljr/-.音節 1つかまたは上記3つUjいずれかをその形

としてもっている｡これより人きい結合形式をもつ単語は合成語である｡また複合語は上記3

つのいずれかの形式をとっている｡しかし,その道は成正しない｡のみな らず,(1)(2)(3)の音節

結合形式が常に単語の形であるとは限 らない｡ これ らの.渚 .,封ま形態音素論に属するもojである

か らこれ以上は立入 らないことにする｡

3. 比較言語学白勺考察

3･1 比較の方法

ふつうモン ･クメ- ル諸Bll1_lI-･とよばれる一群o)言語が果 して本当にひとつUj言H7LI-･;･系統に属する

のかどうかという問題についてこれまでの諸研究は,いささか極論に過ぎるけれども,いわば

印象にもとづいたもujであった｡印象という点ではこのカメ- ト語がラワ語やカム..Lli-･と共に北

部モン ･クメ-ル系に属することはすでに明 らかである｡しかレそれを 1-分に信柏のおける形

で明らかにしようと思えば比較言語学的方法にたよるしかないOそれは,これ らU) 諸言語のひ

とつひとつの単語を克明に比較検討することによって首素の規則的な対応規則を発見し,かつ
I:11､

その対応か らそれ らの言語o)過去を再構 してい くという手 順をふむものである｡

近年,とくに東南アジアの諸言語のようにい くっもの系統の言語が相互に複雑に接触 してい

る場合には,まず言語構造の型を比較することか ら始めるのが有利だという議論が行なわれて
しJコ1

いる｡確かに人間の言語行動の様式をよりよく理解するために発生的な系統 とは無闇係に言語

構造を類型学的に考察することは必要であって,実際にそれは言語学の初期か ら試み られてき

た｡また,いわゆる言語地域 (linguisticarea)の考え方が,とくに東南アジアの諸言 語の場

合,単に系統論だけでは処理 しえないような問題について確かに有効であることは現在でもい

くつかの事例についていいうるであろう｡ けれども,それは逆にいえば,地域的現象として 言

(30) ただし,文法体系に支配されて≪吸おう≫/S5suup/(-is5-+suupi)といった結合は生じうる｡
(31) 過去を再構し系譜づける仕事という点では言語は他の文化諸部門とくらべて著しく有利であるO音素

体系や形態音韻論的諸規則は話し手たちの評価や意志とほとんどかかわりがないので,機械的なテク
ニックで作業を進めることができるからである｡しかし言語においても意味や表現の分野はそうはい
かない｡

(:3カ Li,lguitwicCompa7･lLWninSozEthEastAsictandthePacific.SOAS,L｡1ュdon,1963.所 収の諸論文0
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語構造の型に並行性が見 られたとしてもそれが言語の系統的な親属関係と直接に結びつ くもの

ではないということであって,言語の系譜を論ずる限りでは構造の型の並行性を指摘するだけ

では正 しい結論は期待できないのである｡

たとえば,カメー ト語の音素体系をラワ語とカム語のそれと比較 してみると,その型におい

てはカメー ト譜はカム語に著 しく類似している一方 ラワ譜とは相当に開きがある｡その例をあ

げれば,(1)ラワ語には前声門化音素 (?m,?l],?d など)や前鼻音化有声閉鎖音 (mb,I]gな

ど)があるが,カメ- ト譜やカム語にはそれがない ;(2)カメ- ト語とカム語には母音の長短

の対立があるがラワ譜にはない ;(3)逆にラワ譜には -VSC(Sは半母音)という結合形式が
(331)

あるがカメー ト語 ･カム譜にそのような形式はない ;(5)末尾子音としてカム譜には/r,1/,カ

メー ト譜には /1/があるがラワ語にはいずれもない ;(6)カメ- ト語 ･カム譜の附属音節には

C(Ⅴ)C型があるがラワ語は CV型のみである ;等等.それにもかかわらず,いわゆる基礎語

柔100項 目の車で, カメ- ト語が ラワ語と共通であるものが46項 目あるのに対 しカム語との間

には29項目しかない｡(カム譜とラワ語の共通語柔は20項目)O少な くともカメー ト語がラワ譜

よりもカム語の方に著 しく近い親属関係をもっているとはいえないわけである.

それでは次に,カメー ト語 ･ラワ語 ･カム語の3つの言語の問に具体的にいってどのような

対応関係が発見できるか,どのような共通音素が推定できるかまたはできないかを検討してみ

よう｡ただし,本来これに先行すべきところの,ラワ語 ･カム譜 自体の方言問での同様の作業

がまだ十分になされていないので,本稿では自立音節の初頭成分のみを主にとりあげて議論 し
し341

たい ｡

3･2 閉鎖音の系列

自立音節の初頭子音音素としての閉鎖音の系列については,カメー ト語 ･カム語 ･ラワ語o)

皿の対応が比較的はっきりとしていて, 共通音素として *p*b*t*d*C(?)当 *k*g*?の

9つが推定できる.一般にカメ- ト語の トネームが高型である音節については無声音が,低型

の場合には有声音が,それぞれ初頭子音の共通の米独として推定できる｡

幽 /-aus,-aim,-aulh/などのことoこの /i,叫,u/は主核母音とは別のクラスであるから /j,7.,W/と表
記した方がよいかも知れない｡

(34) 以下, Kmt.はカメート語, MS.はカム語ムアンサイ (MuangSai)方言, Th.は ｢テン｣語
(Theng),BL.はラワ語ボールワン方言, UP･はラワ語ウンパイ方言を表わす｡このうち, ｢テ
ン｣語は Maspとro の資料によるものであって, 実際にはカム語ゲアン (Nghe-an)方言とい っ
てよいocf.H.Maspero."Materieux pourl'etudedelalangueT̀eng.''BEFEO47,1955.
pp.457-507.これは著者の遺稿をまとめたものであり,表記法に統一がなくまた誤植と思われるもの
が多いから適当に判断して表記しなおしてから引用したOなおその他の言語 ･方言は私のノートによ
る｡
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(1) *p-

カメー ト語の高型 トネームの音節における p-は,カム語 MS.p-Th.p-(<*p-), ラワ譜

BL･p-UPIp-(<*p-)に対応する.稀に BL.p-UP.mb一 に対応するものがあるが,これに

ついては次のように考え る｡ラワ語における前鼻音化有声閉鎖音の系列はもともとそのような

性質の音素に由来するものではな くて,む しろ末尾子音が鼻音の附属音節または音節鼻音の附

属音節 (*ram-,*r∂n-;*N-など) プラス閉鎖音という結合から生 じたものであると思 う｡

そしてその閉鎖昔には有声 ･無声 いずれの場合 もありうるのである｡ すなわち,こC)jUP.Illb-

が *Np-,*Nb-a)いずれに山来するかこれ 自体か らは明 らかではないが, カメ- ト..,'T,L-.カム

語 との対応か ら逆に *Nl)-と断定するUjであるO したが ってこU)対応系列全体に共通 汀素 *1)-

を推定する｡

Kmt. MS. Th. BL. UP.

≪射 つ≫ pLufi pifi

≪ぬ ぐ≫ puuc

≪ 鳴きシカ≫ poos puag

≪折 る≫ Nptnk (pak)

≪は し ご≫ t5mp〇〇り

pln,PII〕 P3LuI] pO清

Puuc patuk p〇ic

paull pauS

(pak) p3up mbちk

p〇7] mboI〕 etC.

ただし次の例はラワ語が *b-の対応様式をとっていて例外的である｡

≪洗濯する≫ pu11 1)LL11 1)し111 1)011 1)11011

(2) *b-
13rl､

カメー ト譜の低型 トネームU)音節における 1)＼-は,カム語 MS.p､-rl'll.b-(<*b-), ラワ語

BL.ド-UP.plト(<*b-)に対応する｡この対応系列には *b- を共通 音素 として推定するO

Kmt. MS. TIT. BL. UP.

≪ 晩 ≫ 1く51pbol puar

≪で き る≫ pcell PLuall ljtuLLll

≪たけのこ≫ t5pEIT] Lbailt]

≪乗 る≫ phk pak bak

≪明 る い≫ pah L)all

Il一i)pu llltUa-phtl

1ヽ1上

｢⊥叩

州

p｡k

p

phLu ll

pllOI〕

Phok

1)h mall CtC･

(3) *ト

(1)*p- に並行 して,Kmt.t一一.MS.t-Th.ト(<*t-):BL.t-UP･t-,nd-(<*(-)t-)の対

応系列には共通音素 *t-を推定する｡この場合 Up.nd-<*Nt-である｡

(3lJ) MS./~/は第 2レジスターを長け ㌻C第2レジスターの音節ではIli=昔が人も息I:):昔である｡
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KlllL MS. Th.

≪ 手 ≫ tii? tiフ tii

≪土 地≫ k5te? pte? pteeh

≪き の こ≫ tiis tiig

≪か に≫ kもtaam ktaam

乱

射

が

ta

P

7

7

U

te

te

tas

tanl tarn

≪ 舌 ≫ paltaak nt首盲k hntaak tak ndak etc.

(4)*d-

(2)*b- に並行r郁こ,Kmt.tl :MS.tLTh.d-(<*d-):BL.卜,(-)Il°-UP.th-,(-)lid-

(<*(-)d-)の対応系列には共通 音素 *d-を推定する｡ ラワ語 (-)Ild- は こ の場合 *Nd-,

*Calld一 に由来する｡

KIllt. MS. Th. BL. UP.

≪熟 し た≫ 由ttlnl hllduu lll tu lll th ulll

(36)

≪貧 し い≫ 江Ik Ltlk tuk th uk

≪取 る≫ ti? te? CLee?

≪低 い≫ t主elll lldial11 thialn

≪近 い≫ 由tさ? S∂ndai? sandi?

次の例はラワ譜が *卜 の対応様式を とっていて例外的である｡

≪走 る≫ tgl tar dar いつ t〇

(5) *C-(?)

カメー ト譜の高型 トネームの C一については対応がはっきりしない｡例 (i)ではカム譜 C-
(37)

(<*C-), ラワ譜 S-(<*S-)に対応するように見え るが,逆に例 (ii)ではカム譜の C一 に対

して カメー ト譜 ･ラワ譜 S-が対応 している｡これか ら考え られ るように,共通音素が *S-と

して推定 されたものの一部にさらに *C一にさかのぼるものがある可能性はあるが *C->*S-の

条件を明 らかにすることはできない｡ (3･6. *S-参蝿)

(i) Knlt. MS. Tll. BL. UP.

≪苦 い≫ cal〕 CaI〕 CaI〕 Sl叫 Sこ)l]

(36) タイ系借用語かocf.NT.tGk<*duk
(37) 例 (i)のカメート語がカム語からの倍用語である可能性もある｡ そうすれば, Kmt.S-･.MS･C-

Th.C-:BL.S-の対応系列ひとつだけを考えればよいことになって, むしろこの方が蓋然性は高い

と思う｡一般にカム語に極端に類似したカメート語形の一部はカム喜吾の借用語である可能性がある｡

しかしその識別√よ現段階では困難であるし,たいていの場合いま行なっているこれら3言語の共通態

を再構する作業には障害とならないから本稿ではそれらをすべて本来の対応形として扱った｡
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冨闇g

≪痛い,～ したい≫ su? cu? cu7,cuu sT)u? so?

≪ 象 ≫ k5saaI] SCaaq SkjaaI] Saq Sag

(6)*j-

Kmt,C二:MS.C二Th.YJ-,j(<*上):BL.C-UP.cl卜(<*-5)の対応系よりには *b-,*d-

と並行 して *上 を共通音素に推定する｡

Kmt. MS. Tll. BL.

≪ 足 ≫ ceeI〕 C止IaI〕 jtuaT] CuaI〕

≪ 通 い≫ k5C享n clan

≪縫 う≫ clI〕 Lu I〕

≪降 り る≫ ctlul cuur ju(u)r

UP.

chuaI〕

chian,chulan

chill

(7) *lt-

*p-,*t- と並行的に,Kmt.k- :MS.k-rill.k-(<*k-):BL.k-,r]g-UP.k-(<*(-)k-)

0)対応系列に *k-をたてることに問題はないO ここで BL.I]g-<*Nk-0

Klllt. MS. Th. BL.

≪ 也Jlヽヽ

≪こ ど

煤

≫

≫

≫

≫

≫

も

い

ご

baa? ka?

n∽

iS

m

aa｡

k

lK

k

k

k〇〇n

kat

clllku_lil

kaap

kaa ka?

kDDn kuan

koat

(clll)kuln k3uI〕

kaap r]gap

.ヽノ

s
諾

ap

k

k

k

(8)*g-

*b-,*d-,*ト と同 じく,Kmt.k-t-:MS.k-Th.g-(<*g-):BL.k-UP.kh-(<*g)の対

応系列には *g-を推定する｡ しか し実際には,カム譜はその方言問で *g-を推定できる形式

が多いのにかかわ らず, カメ- ト語 klに対応す る例はきわめて少ない｡

Knlt. MS. Tll. BL. UP.
ヨBEE

≪考 え る≫ kLh t trket trgot(?) ltLut Chit(<kh)

≪ね ず み≫ 長kaaI] kLuaI】 khulaq

≪与 え る≫ k畠h kuJah khuah

≪と さ か≫ t51kboj フ∂kui rakhui etc.

幽 カム語の意味は≪女≫｡なお,≪女≫Kmt･R5punBL.?ap3ugUP.rapちnとは同じ単語族であろ
う｡≪めす≫ UP.pちn～kちn.

(39) ラワ語 ウンパ イ万言では, 前古母音の前ではk-kh19g-9-と C-ch-nj一五一の対立がなくすべて後者
の形になっているOなお,Th.trg〇tは trgetの誤植か｡
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(10)*?-

カメ- ト語 ･カム語 ･ラワ語のすべてが 7-である対応系列に *7-をたてることに問題はな

い ｡

Kmt.

≪ 水 ≫ ?oom

≪にわとり≫ ?eel

≪ 骨 ≫ C5q?aaI】

≪め し≫ ?uup

≪ 私 ≫ ?〇〇?

r

P

MS

f.

純

血

I

Th.

?olTl

h?iar

(C)?aaI〕

?oo

BL UP.

la?aum raフaum

?e ?e

sa?aI〕 S∂?aI〕

?aup ?aup

?ai? ?au? etc.

3･3 鼻音の系列

鼻音の系列についても対応が割合に明瞭であって,共通音素として *m,*n,*且,*qをたてる

ことは容易である.またこのほかに種種の条件のもとで *hm *hn*hI〕;*7m *?q をも推定

することができる｡

(1) *m-*n-*a-*q-

カメ- ト語の低型 トネ-ムの音節における m-はおおむね MS.miTh.m-(<*m-):BL.,

UP.m-(<*m-)に対応するoni,1Vl上,qlについても同様である｡ これ らの対応系列には共通

音素 *m-*n-*邑-*q-をそれぞれ推定する.

*In- Klllt.

≪ 銀 ≫ k511山ul

≪あ な た≫ nlii?

≪ 1 ≫ mbo

≪ 男 ≫ R5m主?

*n-

≪ 尿 ≫ ntllll

≪ 年 ≫ nltilm
--I

≪ね ら う≫ pan∈e

*且-

≪笑 う≫ k誠aas

≪ろうそ く≫ 品601

*q-

MS. Th. BL. UP.

klndul kllluul lllaLu mau

l11台e(?) 111ee lllai? 111i?

nl()oj lllOOj

?∂rnai? ralni?

lluulll lluulll Ilaulll llau111

ヽ
nut111 11uJnl

>ヽ
moor

≪緑 色≫ C5qaal cqa a r

≪ EI ≫ S5qii? slnqi? sI]ii

- 4O -

etc.

n3u111 lleulll

ne ne etc.

aulah 品ulaS

etc.

Saga Saqa

saqai? S∂ai?(<-qi?)



≪ 火 ≫ 殖1

≪遠 い≫ S5qaaJ

カメー ト語音素体系の記述 と比較言語学的考察

r]O l]〇

saqla Saqai etc.

(2) *hlll-*hn-*hI〕-

カメー ト語の高型 トネームの音節における 11十 は,MS.1T卜 Th.hm-(<*hm-),BL.hm-

UP.hm-(<*hm-)に対応するものが多い｡n-,り一について も同様であるOこれ らの系列には

共通形式として *hm-*hn-*hIト を推定するOただ し *ha-を推定できるような対応は見当

た らない｡

*hm - Kmt. MS. Th. BL. UP.

≪FHj う≫ maall IllElall lllaaa(?) hmaif1 hmaia

≪つ め≫ llliilll

*hll一

≪ 血 ≫ 11aalll

(?)≪人 き い≫ llalll≪多い≫nall1 1111a lll

*hT]-

≪あ くびする≫ qaap hI]aap

≪ 米 ≫ q〇〇? q〇? hT〕〇〇

hlllaih hmailll

llllalll llllalll

llqap llI〕ap

hqT) ? hq〇?

(,10)

(3) *?m-*?q-

カメ- ト譜U)1111,T]二は (i)とは別にラワ語BL.?11卜 UP.?Ilト(<*7m-),BL.?I-UP.?q-

(<*-)q-)に対応することがあるO一応 こ0)対応糸yLljには *?11卜 *r)l]- を推定 してお く｡ カム

語 は *(-)11卜,*q-が対応するO

*7111- KlllL MS. Th. BL.

≪あ り≫ R5111hLIC llluu｡ hlllu LIC 7111aulk

≪ 斧 ≫ nluJ

≪焼 畑≫ 111aal

*I)q-

≪か ゆ い≫ T]iaフ

≪ 目 ≫ l]baj

t]LII)

(krln iil) ?111au

7111こl

C■l

'l

〇

〇

a

up

7111

加

地

JI]a') 一旬a,)

?qea -)qai

上例 ≪あり≫のカム語形は *h?111-<*S(r)711卜 (I.))が仮定 されるであろうO (cf. クメール語

sr〇nlaOC)

カメ- ト語の環境 /-m-/における b-(高型 トネーム)に対 してもラワ語 *7m-が対応 し

ている｡この系列にも同 じ *7m-を共通音素として推定 してお く｡すなわち,カメー ト語では

(40) カム語 MS.m三Iam Th.maam<*maam はI亜原であろうか0
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*一m?m->-mb-,その他では *(-)?m>*(-)m-の過程を考えるのであるo

Kmt. MS. Th. BL. UP.

≪唾 液≫ (?om-)be1 -

≪クシャミする≫ t5mbes

≪せ き す る≫ R5mbook

≪新 し い≫ t5mbah me? hmee

?me ?me

?m〇ih ?m〇S

?moak ?mauk

この場合もカム語≪新 しい≫ほ*h?m-<*t(h)7m-が推定される｡(cf.クメ-ル語 t(h)m苫j.)

なお鼻音の系列では次のような不規則対応がある｡

KITlt. MS. Th. BL. UP.

≪ 屋 ≫ R5mtna srmen slmeI】 Sa?b3ulq Sa?moia <*7m(?)

≪ Ll ≫ mbom ?ambt)m rambom <(?)

≪在 る≫ qbot (jat) (jat) ?atLIk ?aut <*?q(?)

3･4 半母音の系列

半母音の系列にはあまり対応例が見出せないので詳細は明らかでないが,上述の鼻音の場合

と並行的に考えれば次のように対応をまとめることができる｡

(1) *j-,*W-

Kmt.j二 ..MS.j二Th.j-(<*j-):BL.j-UP.j-(<*j-)0)対応には *j-を,また,Kmt.

W-ゝ:MS,wiTh.Ⅴ-,W-(<*W-):BL.Ⅴ-UP.Ⅴ-(<*Ⅴ-)には *W-を共通音素として推

定する.ただし,カメ- ト語≪目をつぶる≫ kjapの高型 トネ-ムについては(4)参照｡

*上 Kmt. MS. Th. BL.

≪泣 く≫ jaam Jaam Jaam Jtuam

≪目をつぶる≫ kjap (kn)jap jiap

≪死 ぬ≫ Jam

*W-

≪広 い≫ wah lwah

≪ 左 ≫ (t5-)Wと? -Wと? vee

≪帽 子≫ W 5〇m

JulTl

m

Up

.
Jua

面

.Jum

｢⊥
血

涙v

v

一へノ.eV

ll

)

ua

b

V

(

vom vom etc.

(2) *h上 *hw-;?上

きわめて例が少ないにもかかわらず,次の対応の由来として共通音素 *hj-,*hw-,*?j-を推

定することができる｡
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サ

叶

≪

W

≪

隼

≪

h

mt

ok

K

jO≫耳

(ノ.aa汁≫レノ

n
一e‥Je≫村

カメ- I.語音素体系の記述 と比較言語学的考察

MS. Th. BL UP.

suak suak

wa? hwaa ftua? ftua?

?jtlaI〕 ?jual〕

3･5 R-L音の系列

(1) *r-,*1-

Kmt.R＼-:MS.rユTh.r-(<*r-):BL.r-UP.r-(<*r-)の対応系列に *r-を推定するこ

とは問題がない｡Kmt.卜<*ト についても同様である｡

*r- Kmt.

≪ 梶 ≫ R壬es

≪- エ≫ -R5〇j

≪ カ エ ル ≫ Rdk

*1-

≪ こ と ば ≫ ふ15〇?

MS. Th.

riag hria(?)

r5〇j r〇〇j

rbk rok

r157

≪ブ タ≫ liik

≪黒 い ≫ 1両

?rl〇〇

BL. UP.

reh res

rot rua

roak ratlk etc.

13ic leic

lt)q hq etC.

(2)*hr-,*hl-

Kmt.ト '.MS.1-Th.hト(<*h1-):BL.hl-UP.h1-(<*hト) の対応系列には共通音素

*hト がたて られる｡

Kmt. MS. Th. BL. UP.

≪ 葉 ≫ 1aa? 1a? hlaa hla? hla?

≪恐 れ る≫ la'lt lllat hlat

≪高 い≫ leeI〕 lllo叩 111auI〕 etC.

これに対 して,カメ- 卜語に高利 トネ-ムの R-があるにもかかわらず共通音素 *hr一 に由

来するものは hR-であるようだ｡カム語 MS.r- Th.hr-(<*hr-),ラワ語 BL.hト UP･hr-

(<*hr-)に対応する｡

Kmt. MS. Tll.

≪薄 い≫ hRiil

BL. UP.

1113i hre

(41) cf.ラワ語 ラウt･,プ (LaUp)方言 hjuak.(D･Schlatter氏による)
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し421

hrooj hrooj

(3) *?r-,*71-(?)

Kmt.RIL :MS.(-)r･ゝTh.(-)r-(<*(-)r-)'.BL.?d-UP.?r-(<*?r-)の対応系列には

*?r-を,また,Kmt.ト,1i:MS.(-)卜 Th.(-)ト(<*(-)1-):BL.?d-UP.?1(<*?ト)の

対応系列には *?ト をそれぞれ共通音素 として推定 してお く｡ ただしカメー ト語の トネ-ムに

ついて も十分説明がつかないか らなお疑問の余地がある｡

*?r- Kmt. MS. Th. BL, UP.

≪つ の≫ Rthq n(t)rtiII] CndruJq ?d3t叩 ?r苫n

*?1-

≪ 舟 ≫ C515〇q clゝ〇q clooq ?lop

≪長 い≫ 1eeI〕 ?dal1,?duJq ?1aI〕

(4) *(C)r-,*(C)ト

共通形式として *pr-,*k1-がたて られる場合については後で述べるが,それとは別に,r-,

ト を第 2要素 とする結合で第 1要素の対応が よくわか らない場合がある｡ これについてはと

りあえず r,1だけに注 目して *(C)r-,*(C)ト としてまとめてお く｡ トネームとレジスターも

それぞれの言語においての第 1要素のもともとの性格 (有声 ･無声の対 立)によるか らかなら

ず Lも互 に一致 していない｡

辛(C)r- Kmt.

≪ 砂 ≫ 師 直 1

≪ 森 ≫ -Ri?

*(C)ト

≪速 い ≫ kles

≪ 脚 ≫ C51tl?

≪運 ぶ ≫ t51am

帆

sreh

蝉

?

m

･B
^
JBa

紬

Th. BL UP.

Sree

bri

leeh (klaic) (klaic)

(LP.blu?) -

klam klDm kl〇m

3･6 摩擦音の系列

(1)*S-,*h-

Kmt.S-:MS.S-Th.S-(<*S-):BL.S-UP.S-(<*S-)の対応系列には当然 *S-が共通
(43)

音素 と考え られる｡ Kmt.h- :BL.h-UP.h-(<*h-)に対応するカム語形は見出せないが

(4分MS.hrooJは "inter-dialectalborrowing"かo一般に共通カム語 *hr-に由来するムアンサイ方
言形は第1レジスターの r-である｡e.g.≪焼畑≫MS.re?Th.hreeLP･hre?<*hre?･(LP･はル
アンプラバン方言,Smalley上掲書による)0

(43) もちろん共通カム語には *h-が存在する｡e.g.≪死ぬ≫MS.haanTh.haanLP.haan<*haan･
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*S- と並行 して共通音素 *h-をたてる｡

*S- Kmt. MS. Th.

≪し ら み≫ si? se? see

≪い ぬ≫ S〇? Sっ? S〇〇(?)

≪ 鳥 ≫ siim sllm Sllm

≪ 柁 ≫ -seem psulam pStuam

*h-

≪歩 く≫ htd

≪水浴する≫ huum

(?)≪- チ≫ t51haaj

什

y

IF,

'…

UP.

se?

S〇フ

Salm

Saum -Saum

llaum

lle

etc.

3･7 初頭子音結合

以上述べてきたもののほかに,はっきりと共通形式を再構できるものに,*r*1*hを第 2要

素 とする初頭子音結合がある｡第 1要素は閉鎖音 *p*t*d*k と摩擦音 *S-であって,これ ら

が単純初頭子音 となっている場合と同じく無声音ではカメー ト語が高型 トネーム,有声音では

低型となっている｡ ただし,この場合も単純 上音 *h- と同じくカム語には *-1ト の対応形が

見 出されない｡

(1)*pr-,*pト,*pt卜

KTnt･PR-:MS.pr-Th.pr-(<*pr-)'･BL.phr- UP.pr-(<*pr-)の対応には *pr-杏,

Kmt.pト :MS.pト Th.pト(<*pト):BL.pト UP.pト(<*pト)の対応には *pトを,また,

Kmt.ph-:BL.ph-UP.ph-(<*ph-)には *ph-をそれぞれ共通形式として推定する｡

*pr- Kmt. MS. Tll. BL. UP.

≪ 古 い≫ PRiim prllm

≪ひょう(電)≫ pReel

*pト

≪果 物≫ pleL plc-? plee?

≪ヤ マ ビ ル≫ pleem pltTTC1 一一 一

*p11-

≪ 心 ≫ pheem

≪ 5 ≫ phan

次の例では第 2要素の対応が不規則である｡

≪屋 根≫ plaI〕

(2) *tr-,*dr-

Praロ

- 45-
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例が少ないけれども,次の2例に対して共通形式 *tr-,*dr-を推定するo ラワ語には thr-

tr-ndr- といった結合が全 くないが,もともとの *tr-,*dr-は khr-kr-qgr- に含まれて
(44)

いると考えるのである｡なお,ここで qgr-<*(N)gr-<*(N)dr-である｡

Kmt. MS. Th. BL. tTP.

≪水 牛≫ tRaak traak trak khrak krak

≪床 の 下≫ tRtlum ntrdum I〕graum -1]gratlm

(3) *kr-,*kh-

Kmt.kR- :BL.khr-UP.kr-(<*kr-)には *kr-を,また,Kmt.kh-:BL.kh-UP.

kh一(<*kh-)には *kh-を共通形式とする｡カム語にも *kr-,*k1-に由来するものはあるが

カメー ト語 ･ラワ語 と対応する例は見出されない｡

*kr- Kmt. MS.

≪ く ま≫ kriis

*kh-

≪ 月 ≫ khe?

(?)≪ 木 ≫ -khe?

Th. BL. UP.

khr3ih kres

kh3i? khe?

khT)u? kho?

(4) *Sト

やや特殊であるが次の例に *S1-をたてる｡この例から前にあげた *hトの一部がさらに*S1-

に由来することが考えられる｡

Kmt. MS. Th. BL. UP.

≪つ ん ぼ≫ luut sluut sluut hlatuk hlaut

3･8 母音音素

卒直にいって,カメー ト語 ･ラワ語 ･カム語の3つの言語がその共通段階においてどのよう

な母音音素やその結合をもっていたのかを全体にわたって推定することはまだ十分にできてい

ない｡ラワ語の方言間の母音の対応を私のノー トによって整理する作業が完了していない から

である｡したがって,以下にはいちおう対応の説明がつけられる2- 3の例だけをとり出して

論 じたい｡断片的ではあるけれども,これらの言語の親属関係を説明するうえである意味では

上述の初頭子音の対応以上に説得力をもっているし,逆にラワ語の方言間の対応を整押するた

めの手がかりともなるからである｡

まず,対応が最もはっきりしているのはカメー ト語 aaであって,次の対応をしめす｡

(i) Kmt.aa:MS.aaTh.aa(<*aa):BL.aUP.a(<*a)

掴 このような音変化は北タイ語にも見られるoe.g.≪用意する≫kiam<*triaml≪ ラベ ル〉k畠a<*traaL
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(ii) Kmt.aa:MS.aaTh.aa(<*aa):BL.ulaUP.uJa(<*a)

すなわち,カメー ト語の トネーム,カム語ムアンサイ方言のレジスタ-の対立は,ラワ語では

rq:音の対-;r_として現れているのであるOただし,末尾子音 1vlの前では BL.aiUP.aiであるO

(i)

≪あ

≪水

≪閃

K1111.

I

.I..二

,

≫

≫

≫

ご

牛

う

(ii)

≪泣 く≫ jLIL-lm

≪てのひら≫ taak

MS. Tll.

kaap ka'lP

traak trak (?)
V

ma'1日 nlaan

JこIanl ja;1m

BL. UP.

qgap 1(ap

khrak krak

hmairl hmailyl etC.

Jttlam Jt17'1171

?andulak rathtuak etc.

また,末尾子音 -7,-hの前ではカメー ト語の aa,aとも同じ対応を示 していて,この環境では

Kmt. MS. Tll.

(i)≪ 葉 ≫ lan?

≪し っ ぽ≫ 由ta?

≪放 す≫ kall

(ii)≪ 宏 ≫ 前aa?

≪明 る い≫ pah

11上から考えれば,前に

la7 11laa

nth? hntcla

k'lh kall

bah

BL. UP.

hla7 111a?

sata? sata?

hah kLlh etc.

nltTLl? 1111Ia?

pulah phLuah etc.

≪か ゆ い≫ 画a7 両 7 -?l]a? -Jqa?

の初頭子音として *?q-を推定 したことが正しかったといえる｡しかし,逆に,

≪サ ル≫ waa? wa? hwaa fula? fttTa?

の対応についてはなお説明の必要があることもわかる｡

次に,カメ- 卜語の ee と MS.ulaTh.uTa(<*uta)とは規則的に対応するoところが,以

下の仰 こも見えるように, ラワ語では BL.,UP.au,u,tt†,llaの 4つが対応していて,一見こ

れ らの来源が異るか0)ように見えるoしかし私はこれ らがすべて同 じ来源に両来 し,ラワ語で

は初頭十晋が もともと持っていた有声無声の対 立 (カメー ト語で トネームの対 立になっている

もの)のほかに末尾 子音の調音位置の相異によって｣言己4種の対症川･ZがlL-.じたもの と解 釈 す

る｡もっともそれがもともとどんな母音であったか推定することはさしひかえたい｡

Kmt. MS. Th. BL. UP.

( i)≪ヤ マ ビ ル ≫ pleem plulam plaum plaum

≪ 心 ≫ pheem ?aphaum raphaum
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(ii)≪おいしい≫ aeem aum 員um

(iii)≪で き る≫ peen ptuan buJan Pun phum

(iv)≪ 足 ≫ ceeI〕 Ctitaq JtuaI〕 Cuaq ChuaI〕
5iF豆E

≪ 村 ≫ jeeI〕 ?juaI〕 ?juaI〕

なお,次の例ではカメー ト語だけが不規則な対応を示している｡

({ & > -seem pstLIam PStuam -Saum -Saum

ラワ語において末尾子音のもともとの調音位置の相異によって対応がわかれることを最 もよ

く説明するのは,カメー ト語 uu:カム語 MS.uu.Th.uu(<*uu)に対応する系列である｡

この系列に対 してラワ語は少な くとも次の 3つのしかたで対応する｡ (i)末尾子音がもと両

唇音のとき BLauUP.au:(ii)同じく歯茎音のとき BL.au UP.au;(iii)硬口蓋音のと

き BL.auユUP.〇i｡いまのところ私はこの 3つの対応系列は共通 ラワ語 *atLlによって説明で

きると思 っている｡ボールワン方言には auli,aulk,aupはあるが auIP,atut,auCは結合の

制約によって存在 しない｡したが って,*auJp>aup,*auユー,*atuc>atLIkの過程を推定するこ

とができる｡一方ウンパ イ方言に aul(C)がまった く存在 しない からすべて *auユ(C)>au(C)

と考えてよい｡ ただし 〇icについてはさらに *atuc>*au(i)C>〇icの過程を経なければなら

ない｡このようにしてこれ ら3つの対応系列にもただ 1つの由来を考えることができるのであ

る｡

Kmt. MS. Th.

(i)≪め し≫ ?uup

≪水浴す る≫ huum

≪床 下≫ tI山um ntrtLum

(ii)≪つ ん ぼ≫ luut sluut sluut

≪ 銀 ≫ kSmtlul kmtlul kmuul

(iii)≪ぬ ぐ≫ puuc puuc

≪ア リ≫ R5mhuc muuc hmuuc

もっともこれには次の例外がある｡

≪垣 根≫ t51ptlum

BL. UP.

?aup ?aup

haum haum

qgraum -qgraum

hlauユk hlaut

matu mau

patuk p〇ic

?matJUk ?m〇1C

?apum r;)phum

このほかカメー ト語の ii,ulなどの対応 も説明がつけやすいが省略する｡いずれにせよ,母

音音素 とその結合については,初頭子音 とは反対に,カム語 ･カメー ト語がより保守的であり

ラワ語の方はさまざまな条件のもとで変化 してしまったといえる｡

(46)ほかに無声音+この母音+軟口蓋音の例が見つからないから,前にこの例に推定した *?j-が正しい
か誤りかこの限りではわからない｡
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3･9 末尾子音音素

前節で も見たようにラワ語では先行す る母音音素 と関連 して末尾 子音の調音位置が変化 して

いる｡一方 カメ- ト語や カム語 にはそ うい った現象はない｡ これは逆にいえば対応例において

ラワ語だけが異 った調音位置の末尾 千手を もっていて も,それが ラワ語における用昔 と末尾子

音の分配関係によって説明で きる限 り, カメ一一ト語や カム語の末尾手許か ら共通昔素を推定 し

て さしつかえない ことになる｡た とえば,

Kmt. MS. Tll.

(i)≪寒 い≫ ket hat

≪鉄 砲≫ sinぬt snaat sllaat

(ii)≪つ ん ぼ≫ luut SluLlt Sluut

≪寝 る≫ ?iit

BL. UP.

kOat klt

s3mat sanat

lllaulk hlaut

?aic ?aic

この例において (i)に *-tをたてるの と同 じく (ii)にも共通晋素 *-tを推定 してよい｡な

ぜな ら,BL.auTt,BL.,UP.aitは存在 しないので, *atut>aulk,*ait>aicの過程を考え るこ

とがで きるか らである｡本稿で ラワ語の記述言語学的な考察を全面的に行な うことがで きない

が,偶 々の例について この ような考え方に基づいて検討す ることは何 ら困難ではないだろうか

らこの点はすでにわか った もの としてお く｡

(1)閉鎖昔および鼻音の系列

､.;6･
*一員*-qを推定す ることに何 ら問題はない｡e.g.≪あ くびす る≫llClLIP≪寒い≫ket ≪ア リ≫

Re汀血 lC ≪舌≫p51taak ≪ 払≫ ?○○? ≪鳥≫sii111 ≪こども≫klつ11 ≪尉つ≫puIh ≪骨≫

C3q?aaq.etc.

(2) L-R音の系列

ラワ語 には末尾了･fT･として L-R 音 はな く, カメー ト語 は -1しかないが カム語によって共

通音素 *-1,*-rの 2つが推定 され る｡ すなわち Kmt.-1:MS.-I(<*-1):BL.-蔀UP.-♯に

は *-1を,Kmt.-I:MS.-rTh:r(<*r-)'･BL.一半UP:♯には *-rを推定す るoe.g.≪銀≫

k5mtlul<*-1≪にわ とり≫?eel<*-r.etc.

したが って カム語 の対応形がない場合カメー ト語の -1が *-1,辛-1一のいずれに由来す るかは

わか らないわけである｡C.g.≪歩 く≫hu11.≪ 火 ≫T]flletc.

(3) 半口二音の系列

ラワ語では母音が 2重母音化 した場 合に末尾子音の -1が消失 した と考えて,Kmt.-j:MS.

-jTh･1'(<*11):BL･-(i)UP-(i)(<*-i)の対応系列 には *仁 を推定す ることがで きるO

(46) すでに掲げてきた対応例を見れば 卜分であると思うから,ここにはカメート語形を1つずつ掲げて重
複をさけることにする｡
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Kmt. MS. Th. BL. UP.

≪- エ≫ 一由〇j rゝ〇j r〇〇j roi rua

≪ 目 ≫ 1強aj ?qea ?qai etc.

しかしはっきりと *-W が推定される対応例はタイ系倍用語に限 っていて, これ ら3つの言

語の共通段階に本来の *-Wがあったかどうか明らかではない｡

≪ね こ≫ m主ew m主ew meew(?) meau meu NT.meew

≪ば か な≫ qaaw I〕Oa I〕au NT.qaaw

(4) 摩擦音の系列

Kmt:S:MS.lGTI〕:h(<*-S):BL:hUP.-S(<*S-)の対応には *-Sを, また全方

言 -hの対応には *-hを推定することができる｡e.g.≪きのこ≫tiis≪なきシカ≫poos;≪明

るい≫pah≪洗濯する≫puhetc.

(5) 開音節について

奇妙なことにカメー ト語 ･ラワ語 ･カム語の共通形式として開音節すなわち末尾子音をもた

ない形式を推定できるのはタイ系借用語以外にはないのである｡ -万上に述べた *-?,*-hの

対応例は随分と多い｡この事実は *｣ か *-hのいずれかが実際には末尾子音としての機能を
(47)

もたなかったことを思わせるのである｡

4. む す び

以上,カメー ト語 ウィエン ･パパオ方言について,まずその音素体系を記述 し,そのうえで

ラワ語 ･カム語各方言と問の関係を比較言語学的に検討した｡その結果,自立音節の初頭子音

にはこれ らの言語の問にかなりはっきりとした対応があってそれから推定される共通音素の体

系がカメー ト語のそれよりかなり複雑であることを知った｡また母音と末尾子音についてはラ

ワ語がこみ入 った対応をしめし一見無原則のようであるけれども初頭子音や末尾子音のもとも

との性格を考えれば案外少数の規則的な対応系列にまとめることができるらしいうこともわか

った｡全体としてこれ ら3つの言語がある時代には少なくともその基本的な部分が互に等 しい

ような方言から変化 してきたものだということを部分的ではあるが具体的に明らかにしえた｡

けれどもその過去の言語がどのような体系をもっていたかを全体的に推定するためには,母

音の問題もそうであるが,まだまだ沢山の事がらが解決されなければならない｡たとえば,本

稿では付属音節の対応についてふれなかったが,付属音節には (i)一応共通形式が推定でき

るものと,(ii)ほとんどあるいは全 く推定できないものとがある｡

(4竹 これを仮に *-?とすると,共通段階では *-k:*-h:*-7--#という対立しかなかったことになる｡
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(i) Kmt. MS. Th. BL. UP.

≪緑 色 の≫ C3】強al cIコaar S∂qa Saqa <*C3-

≪ 骨 ≫ C3q?aal〕 C?aaT] (C)?aaI〕 S∂?aI〕 S∂?aI〕 <*C∂(T))-

(ii)

≪ 舌 ≫ p51taak nth-ちk hlltaak tak ndak

≪土 地≫ k5tE? pte? ptee tai? te?

また, これに闇適 して接頭辞 ･挿入辞などの形態論的な問 題があるOはっきりと推定できる

接辞は決 して多 くはないと思 うけれども,たとえばカメ- 卜譜 ≪死ぬ≫jam> ≪殺す≫pjam,

カム譜 ≪死ぬ≫haan> ≪殺す≫phaallのように明きらかな例もあるo

これ らの問題は, このほかoj〟Kha〝 諸譜や ビルマのパ ラウン譜 (Palaung)や ワ譜 (Wa)

など少な くともいわゆる北部モン ･クメール系の諸言語 との全般的な比較考察によ ら な け れ

ば,おそらく十分には解決 しえないであろう｡またそ うしてはじめて,モン ･クメール諸譜の

比較 言語学的な研究がどうにか形をなしはじめることと思 う｡
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